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１．2026年３月期第２四半期（中間期）の業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 3,487 △47.3 △84 － 21 △97.6 122 △79.9
2025年３月期中間期 6,615 10.3 790 86.2 885 73.0 611 74.3

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 87.34 －
2025年３月期中間期 436.19 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 16,109 9,236 57.3
2025年３月期 15,855 9,439 59.5

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 9,236百万円 2025年３月期 9,439百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 240.00 240.00
2026年３月期 － －
2026年３月期(予想) － 100.00 100.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 △22.4 400 △74.4 570 △66.9 500 △59.1 356.20

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

青柳 匡穂
tamマーク



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期中間期 1,452,000株 2025年３月期 1,452,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 48,495株 2025年３月期 48,308株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 1,403,617株 2025年３月期中間期 1,401,625株

(注) 期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（BBT）にかかる信託口が

保有する当社株式33,825株が含まれております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ3「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の拡大、設備投資意欲の継

続などを背景に、緩やかな回復基調が続きました。一方で、地政学リスクや米国の通商政策の動向など外部環境

の不確実性から、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような経済情勢の下、当社は全社を挙げて業績の確保に努めましたが、生産機械部門における大型プロジ

ェクトの売上減少が大きく影響し、当中間会計期間における業績は、売上高34億８千７百万円（前中間会計期間

66億１千５百万円、47.3％減）となりました。

利益面では、減収の影響から営業損失８千４百万円（前中間会計期間営業利益７億９千万円）、経常利益２千

１百万円（前中間会計期間８億８千５百万円、97.6%減）中間純利益１億２千２百万円（前中間会計期間６億１千

１百万円、79.9％減）となりました。なお、中間純利益には政策保有株式の一部売却に伴う利益が含まれており

ます。

各セグメント別の業績は次のとおりであります。

包装機械部門におきましては、競合他社との価格競争などによる厳しい事業環境ながら、菓子食品業界を中心

に継続する自動化などの需要を取り込み、当部門の売上高は23億２千１百万円（前中間会計期間15億５千３百万

円、49.4％増）となりました。セグメント利益は、効率化や価格転嫁が進んだものの、高止まりする原材料価格

の影響に加え積極的な営業活動・開発投資に伴い販売費・一般管理費が増加し、７千７百万円の損失（前中間会

計期間２億７百万円の損失）となりました。

生産機械部門におきましては、海外特定顧客向け大型プロジェクトの需要が近年の水準から落ち着いたことに

加え一部計画の延期なども重なり、売上高11億６千５百万円（前中間会計期間50億６千１百万円、77.0％減）、

セグメント利益２億８千１百万円（前中間会計期間13億１千７百万円、78.6％減）となりました。

また、共通費は２億８千９百万円（前中間会計期間３億１千９百万円、9.5％減）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて1.3％増加し、99億８千４百万円となりました。これは、受取手形、売掛

金及び契約資産が11億９千６百万円、電子記録債権が３億３千４百万円それぞれ減少したのに対し、現金及び預

金が15億４百万円、商品及び製品が２億７千７百万円それぞれ増加したことなどによります。

固定資産は、前事業年度末に比べて2.2％増加し、61億２千５百万円となりました。これは、無形固定資産が

３百万円減少したのに対し、投資有価証券が７千５百万円、有形固定資産が２千３百万円それぞれ増加したこと

などによります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて1.6％増加し、161億９百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて10.3％増加し、45億３千２百万円となりました。これは、賞与引当金が３

億４千４百万円、未払法人税等が３億５百万円それぞれ減少したのに対し、前受金が11億５千万円、買掛金が８

千万円それぞれ増加したことなどによります。

固定負債は、前事業年度末に比べて1.4％増加し、23億４千１百万円となりました。これは、長期借入金が３

千万円減少したのに対し、退職給付引当金が３千９百万円、繰延税金負債が１千１百万円それぞれ増加したこと

などによります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて7.1％増加し、68億７千３百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて2.2％減少し、92億３千６百万円となりました。これは、その他有価証

券評価差額金が１千９百万円増加したのに対し、利益剰余金が２億２千２百万円減少したことなどによります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2025年５月14日に公表いたしました2026年３月期通期の業績予想に変更ありませ

ん。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当中間会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,684,314 5,188,804

受取手形、売掛金及び契約資産 2,627,213 1,430,271

電子記録債権 681,097 346,727

商品及び製品 601,342 879,207

仕掛品 1,602,171 1,807,411

原材料及び貯蔵品 18,320 16,113

その他 700,555 371,966

貸倒引当金 △54,873 △56,227

流動資産合計 9,860,141 9,984,274

固定資産

有形固定資産

建物 1,884,292 1,932,489

減価償却累計額 △1,587,116 △1,603,783

建物（純額） 297,175 328,705

構築物 228,834 228,834

減価償却累計額 △220,241 △220,675

構築物（純額） 8,593 8,158

機械及び装置 1,415,417 1,411,024

減価償却累計額 △1,371,173 △1,371,930

機械及び装置（純額） 44,244 39,093

車両運搬具 8,479 9,086

減価償却累計額 △8,479 △7,336

車両運搬具（純額） 0 1,750

工具、器具及び備品 259,160 261,428

減価償却累計額 △224,954 △230,833

工具、器具及び備品（純額） 34,206 30,594

土地 1,512,578 1,512,578

リース資産 378,006 344,293

減価償却累計額 △190,049 △156,849

リース資産（純額） 187,956 187,444

有形固定資産合計 2,084,755 2,108,325

無形固定資産 32,657 29,175

投資その他の資産

投資有価証券 2,891,296 2,967,265

関係会社株式 14,093 14,093

その他 1,073,100 1,106,795

貸倒引当金 △100,095 △100,095

投資その他の資産合計 3,878,394 3,988,058

固定資産合計 5,995,807 6,125,559

資産合計 15,855,948 16,109,833
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当中間会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 437,570 518,076

電子記録債務 618,305 601,347

1年内返済予定の長期借入金 79,550 67,050

リース債務 44,048 41,942

未払法人税等 373,674 67,907

前受金 1,598,988 2,749,250

賞与引当金 581,000 236,756

品質保証引当金 80,154 67,079

その他 294,506 182,616

流動負債合計 4,107,799 4,532,025

固定負債

長期借入金 807,600 777,200

リース債務 138,132 138,670

退職給付引当金 1,070,314 1,109,596

役員株式給付引当金 43,886 48,282

繰延税金負債 138,893 149,959

その他 109,795 117,944

固定負債合計 2,308,622 2,341,654

負債合計 6,416,422 6,873,679

純資産の部

株主資本

資本金 954,000 954,000

資本剰余金 456,280 456,280

利益剰余金 6,506,562 6,284,143

自己株式 △83,359 △84,007

株主資本合計 7,833,483 7,610,416

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,606,042 1,625,736

評価・換算差額等合計 1,606,042 1,625,736

純資産合計 9,439,525 9,236,153

負債純資産合計 15,855,948 16,109,833
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 6,615,054 3,487,461

売上原価 4,801,148 2,566,175

売上総利益 1,813,906 921,285

販売費及び一般管理費 1,023,889 1,006,027

営業利益又は営業損失（△） 790,016 △84,741

営業外収益

受取利息 99 1,216

受取配当金 40,924 53,717

受取賃貸料 86,190 88,705

雑収入 11,575 7,964

営業外収益合計 138,788 151,603

営業外費用

支払利息 4,981 7,273

不動産賃貸費用 33,094 33,867

雑支出 4,805 4,310

営業外費用合計 42,882 45,451

経常利益 885,922 21,411

特別利益

投資有価証券売却益 ― 152,082

特別利益合計 ― 152,082

税引前中間純利益 885,922 173,493

法人税等 274,543 50,907

中間純利益 611,379 122,585
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（３）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。


